
『
医
心
方
』
以
前
の
『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
抄
』
に
は
『
神
農
食

経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
世
紀
頃
の
日
本
に
本
書

が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
極
似
文

が
『
千
金
方
』
や
『
金
置
要
略
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が

唐
代
前
の
「
食
経
」
書
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
測
で
き

る
。
本
書
と
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
単
に
書

名
の
類
似
だ
け
で
な
く
、
今
後
よ
り
広
範
な
文
献
の
比
較
考
察
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

注
（
１
）
江
戸
医
学
覆
刻
半
井
本
『
医
心
方
』
（
一
九
七
三
日
本
古
医
学
資

料
セ
ン
タ
ー
影
印
）
に
よ
る
。

（
２
）
羽
１
週
ｂ
は
巻
二
十
九
第
十
三
丁
裏
の
こ
と
。
以
下
同
。

（
３
）
『
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
』
（
一
九
八
二
人
民
衛
生
出
版

社
影
印
晦
明
軒
本
）
に
よ
る
。

（
４
）
中
医
研
究
院
影
紗
元
刻
『
新
編
金
置
方
論
』
（
北
里
東
医
研
蔵
）
に

よ
る
。

（
５
）
江
戸
医
学
覆
刻
宋
本
『
備
急
千
金
要
方
』
（
一
九
八
二
人
民
衛
生

出
版
社
影
印
）
に
よ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日
、
医
心
方
撰
進
一
千
年
記
念
碑
除
幕
お

よ
び
記
念
式
典
が
京
都
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
丹
波

氏
の
正
統
で
あ
り
唯
一
の
堂
上
公
卿
で
あ
っ
た
錦
小
路
家
と
そ
の
分

家
で
あ
る
樫
田
家
の
御
当
主
も
出
席
さ
れ
て
、
数
々
の
史
料
を
「
日

本
の
医
学
一
千
年
展
」
に
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
錦
小
路
家
、
同
家
系
譜
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

錦
小
路
家
、
頼
庸
為
頼
季
嫡
子
相
続
小
森
家
被
補
侍
中
頼
季
老
後

生
頼
方
頼
方
成
長
価
申
朝
家
令
頼
方
為
相
続
小
森
家
於
頼
庸
者

可
給
別
称
号
旨
宝
永
四
四
廿
九
可
称
錦
小
路
之
旨
以
益
光
被
仰

下
享
保
十
一
年
十
一
月
頼
方
死
無
子
価
挙
大
中
臣
時
亮
令
続
小
森

家
早
恐
至
後
世
有
嫡
朕
論
価
又
申
朝
家
丹
波
盛
直
卿
丹
波
頼
直

卿
相
並
天
文
之
比
退
仕
朝
家
頼
直
以
之
後
予
令
相
続
小
森
家
是

也
盛
直
以
無
後
断
絶
旱
頼
庸
可
令
相
続
盛
直
以
之
後
旨
享
保
十
一

『
医
心
方
」
の
伝
写
に
つ
い
て
肋

錦
小
路
家
と
樫
田
家

杉
立
義
一
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頼
庸
か
ら
頼
理
ま
で
は
典
薬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
享
保
二
十
年
堂
上

に
列
せ
ら
れ
た
。
頼
徳
は
七
卿
落
の
一
人
で
元
治
元
年
長
門
で
没
し

た
。
頼
言
は
明
治
元
年
四
月
官
許
を
得
て
、
烏
丸
一
条
下
ル
東
側
の

施
薬
院
三
雲
宗
順
邸
に
御
所
の
内
病
院
を
開
設
し
た
。
頼
庸
・
頼

尚
・
頼
理
・
頼
易
・
頼
徳
の
墓
は
、
光
雲
寺
墓
地
（
京
都
市
左
京
区
南

禅
寺
北
ノ
坊
町
）
に
あ
る
。
尚
秀
と
各
代
女
人
方
の
墓
は
妙
蓮
寺
玉
竜

院
墓
地
（
京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
）
に
あ
る
・

二
、
樫
田
家

樫
田
家
は
頼
徳
の
弟
雅
徳
に
は
じ
ま
る
・
雅
徳
は
大
和
の
法
隆
寺

西
園
院
の
住
職
に
な
っ
た
が
、
還
俗
に
際
し
て
叔
父
樫
田
右
京
亮

（
華
頂
宮
諸
太
夫
）
の
姓
を
も
ら
い
樫
田
と
名
の
っ
た
。
東
京
に
移
っ

て
か
ら
は
千
住
大
区
長
と
な
っ
た
。

１
ヨ
リ
ッ
ネ
２
ヒ
サ
ヒ
デ
３
ヨ
リ
ヒ
サ
４
ヨ
リ
ゞ
．
、
チ
５
ヨ
リ
オ
サ
６
ヨ
リ
ト
．
、
、
７
ヨ
リ
ュ
キ
８

頼
庸
Ｉ
尚
秀
ｌ
頼
尚
ｌ
頼
理
ｌ
頼
易
ｌ
頼
徳
ｌ
頼
言
ｌ
在
明
１

９
ｍ
頼
孝
ｌ
頼
昭

年
十
二
月
廿
七
日
頼
庸
可
令
相
続
盛
直
以
之
後
旨
被
仰
下
早

錦
小
路
頼
理
雷
噌
ｌ
頼
徳
Ｉ
頼
言
ｌ

樫
田

一
鯉
瀧
口
灘
Ｉ
｜
Ⅲ
羅
蝿
Ｉ
湊

ｌ
義
彦

（
医
）
（
医
）
（
薬
）

三
、
錦
小
路
家
史
料

か
っ
て
山
崎
佐
は
錦
小
路
家
文
書
に
つ
い
て
、
日
本
医
史
学
雑
誌

に
報
告
し
た
。
今
回
同
家
よ
り
次
の
史
料
を
出
品
し
て
い
た
だ
い

た
。

１
丹
波
氏
系
図

２
系
譜

３
丹
波
氏
仁
和
寺
古
記
録
写

４
丹
家
医
官
補
任

５
天
保
七
年
、
侍
医
申
望
雑
記
（
五
ノ
下
）

６
錦
小
路
家
雑
録

７
太
真
丸
蛍
光
丸
方
剤
書

８
「
丹
波
家
製
薬
」
印
鑑
一
ケ

さ
ら
に
別
の
機
会
に
次
の
史
料
を
拝
見
し
た
。

９
錦
小
路
家
系
譜
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1110文
献
一
山
崎
佐
、
「
錦
小
路
文
書
」
、
⑩
⑨
③
」
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
６
②

昭
瓢
・
６
④
昭
釦
・
９
③
昭
謁

一
山
崎
佐
、
「
江
戸
幕
府
時
代
に
お
け
る
朝
廷
の
医
療
制
度
」
、
、
日
本
医

史
学
雑
誌
、
７
仙
昭
亜

一
山
田
重
正
『
典
医
の
歴
史
』
、
昭
弱

一
岡
田
靖
雄
・
樫
田
五
郎
「
あ
る
社
会
精
神
医
学
者
の
肖
像
」
、
臨
床

精
神
医
学
昭
⑥
、
一
九
八
四

一
『
公
卿
辞
典
』
、
坂
本
武
雄
、
昭
閖

（
京
都
府
医
師
会
）

中
務
在
官
一
条
雑
記
、
弘
化
二
年
十
一
月

丹
波
氏
系
譜
二
種

現
伝
の
『
医
心
方
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
半
井
本
・
仁
和
寺
本
・

延
慶
本
な
ど
の
系
統
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
巻
二
・
四
に
関
し

て
は
別
系
の
異
本
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
側
江
戸
初
期
写
本

（
北
里
東
医
研
医
史
研
所
蔵
）
、
⑨
寛
政
写
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
う
ち
）
、

側
宝
暦
写
本
（
石
原
明
氏
旧
蔵
）
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
は
書
誌
学
的

に
も
今
後
さ
ら
に
究
明
の
必
要
な
書
で
あ
る
が
、
こ
と
に
こ
の
巻

二
・
四
零
本
に
つ
い
て
の
報
告
は
皆
無
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ

の
初
歩
的
検
討
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

〈
１
〉
江
戸
初
期
写
本
（
以
下
、
江
戸
初
本
と
略
称
）

本
写
本
は
最
近
、
古
書
の
入
札
会
に
出
現
し
、
私
ど
も
の
研
究
室

の
蔵
に
帰
し
た
新
資
料
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
仁
和
寺
本
の
発

見
は
寛
政
、
半
井
本
・
延
慶
本
の
出
現
は
嘉
永
以
降
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
以
前
、
と
り
わ
け
江
戸
初
期
の
写
本
と
い
う
こ
と
自

『
医
心
方
』
巻
二
・
四
の
異
本
群

に
つ
い
て

小
苗
日
戸

、△Tム

1千
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